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鹿児島県本土から得られた九州沿岸初記録のキシマイシヨウジ

幸大二郎 1・本村浩之 2

A single specimen (84.6 mm standard length) of a pipefish 
Corythoichthys flavofasciatus (Rüppell, 1838) (Syngnathidae), 
distributed in the Indo-Pacific Ocean, was collected from Mina-
mi-kyushu, southern Satsuma Peninsula, Kagoshima Prefecture, 
Kyushu, Japan. In Japanese waters, C. flavofasciatus has previ-
ously been recorded only from Miyake-jima island (Izu Islands), 
Cape Ashizuri (Kochi Prefecture), and the Ryukyu Islands. Thus, 
the specimen, described here in detail, represents the first record 
of C. flavofasciatus from Kyushu.
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 Abstract

ヨウジウオ科イシヨウジ属（Syngnathidae: Corythoich-

thys Kaup, 1853）は日本国内からオビイシヨウジ Corytho-

ichthys amplexus Dawson and Randall, 1975，キシマイシヨ

ウジ Corythoichthys flavofasciatus (Rüppell, 1838)，イシヨウ

ジ Corythoichthys haematopterus (Bleeker, 1851)，リュウキュ

ウイシヨウジ Corythoichthys intestinalis (Ramsay, 1881)，オ

ボロイシヨウジ Corythoichthys polynotatus Dawson, 1977，

およびクチナガイシヨウジ Corythoichthys schultzi Herald, 

1953の 6種が知られる（瀬能，2013；吉郷 2014; Yuki et 

al., 2024）．このうち，キシマイシヨウジは躯幹輪数が

15–17（通常 16），尾輪数が 32–39，背鰭軟条数が 26–36，

背鰭基底下の体輪数が 5.75–7.75，胸鰭軟条数が 13–17，頭

長が体長の 9.2–14.7%，吻長が頭長の 38.5–52.6%，吻高が

吻長の 15.9–28.6%，背鰭に暗色の斑がある，および雄の

肛門輪の腹面に暗色斑があることで同属他種と識別される

（Dawson, 1977, 1985; Allen and Erdmann, 2008；瀬能，2013; 

Yuki et al., 2025a）．

2025年 12月に鹿児島県南九州市から 1個体のイシヨウ

ジ属魚類が採集され，本個体について検討したところ，キ

シマイシヨウジに同定された．本種はこれまでに三宅島，

高知県足摺岬，および琉球列島から記録があるものの（瀬

能，2013；松沼，2019; Motomura and Uehara, 2020；和田ほか，

2021; Yuki et al., 2025b），九州沿岸からの記録はなかった．

鹿児島県南九州市産の標本は，本種の九州沿岸初記録とな

るためここに報告する．

材料と方法
標本の計数・計測は Yuki et al. (2024)にしたがった．

Yuki et al. (2024) が 示 し た DPP (distance from posterior 

margin of orbit to central pectoral-fin base)は，眼窩後縁・胸

鰭基底中央間長と和訳した．標準体長は体長または SLと

表記した．計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm単位ま

で行った．標本の作成，登録，撮影，および固定方法は本

村（2009）にしたがった．本報告に用いた標本は鹿児島大

学総合研究博物館（KAUM）に保管されており，上記の

生鮮時の写真は同館のデータベースに登録されている．

Corythoichthys flavofasciatus (Rüppell, 1838)

キシマイシヨウジ
（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 222030，雄，体長 84.6 mm，鹿児島

県南九州市頴娃町別府番所鼻自然公園地先，31°14′47″N, 

130°26′02″E, 水深 0.1 m，手網，久木田直斗，2025年 12月

5日．

記載　計数形質：背鰭軟条数 33；臀鰭軟条数 4；胸鰭

軟条数（左体側 /右体側）15/14；尾鰭軟条数 10；背鰭基

底下の体輪数 6.5；躯幹輪数 16；尾輪数 39．体各部測定値

の体長に対する割合（%）：躯幹部長 25.3；尾部長 64.4；

頭長 9.9；吻長 4.5；吻高 0.8；眼窩径 2.5；眼後長 3.4；眼
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窩後縁・胸鰭基底中央間長 5.1；頭幅 2.9；体高 3.0；背鰭

基底長 10.8；胸鰭基底長 1.5．

体は細長く，体輪（連続した環状甲板）で覆われる．

躯幹部と尾部の上隆起線は不連続．躯幹部中央隆起線は直

線状で，肛門輪末端で終了する．躯幹部と尾部の下隆起線

は連続．各体輪の隆起線はそれぞれの体輪の頂部が円滑で，

接合部が凹むことによって僅かに張り出す．躯幹部腹面の

中央隆起線は明瞭で，躯幹部横断面の腹面は鈍く V字状

に突出する．口は小さく，歯を欠く．吻は細長く伸長する．

吻背面の中央隆起線は低く，骨質の隆起や棘を欠き円滑．

吻背面の中央隆起線は眼上隆起線と連続しない．吻側面の

中央隆起線を欠く．頭部背面の中央隆起線は明瞭．鼻孔は

1対．両眼間隔は明瞭に凹む．主鰓蓋骨に後方へ向かう 1

隆起線がある．胸鰭基底前方に 2本の隆起線がある．中間

板に隆起線がない．第 1躯幹輪幅は第 2躯幹輪幅より大き

い．躯幹部は尾部より太く短い．尾部は末端に向かうにつ

れ細くなる．育児嚢をもたない．背鰭起部は第 16躯幹輪

にある．背鰭基底部は盛り上がらず，直線状．胸鰭後縁は

丸い．臀鰭はきわめて小さい．腹鰭を欠く．尾鰭は扇形で，

後縁は各鰭条間で緩やかに切れ込む．すべての鰭は棘をも

たず，軟条と鰭膜からなる．頭部と体に皮弁がない．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）―頭部や体の背面と側面

の地色は黄緑色，腹面の地色は白色．吻は赤みを帯びる．

頭部側面に 2本の黒色縦線があり，背側の縦線は鰓蓋後端

に達し，腹側の縦線は胸鰭の後下方に達する．峡部は黄緑

色．頭部背面と，体の背側から体側にかけて黄色の粗い網

目状の模様がある．体の背面から側面にかけて 20箇所の

輪郭が不明瞭な黒色から赤色の横帯があり，尾部後方に向

かうにつれて赤みを帯びる．躯幹部上隆起線は赤色．躯幹

部中央隆起線と下隆起線の間に，3列の褐色の斑点が並ぶ．

第 1–2躯幹輪の腹面は黄緑色で，赤褐色の斑点がある．肛

門輪の腹面は黒色．第 1尾輪腹面の前方は黄色．背鰭は透

明で，多数の赤色の斑点がある．胸鰭は透明で，その後縁

よりやや内側に赤色の斑点が並ぶ．臀鰭は透明で，縁辺が

わずかに赤みを帯び，その内側に赤色斑がある．尾鰭は赤

色で縁辺が白色．

備考　本研究で記載した標本は，躯幹部と尾部の上隆
起線が不連続，躯幹部中央隆起線が直線状で肛門輪で終了

する，躯幹部と尾部の下隆起線が連続，吻背面の中央隆起

線が低く円滑，頭部の隆起線が明瞭，鰓蓋に明瞭な縦走

隆起線がある，中間板に隆起線を欠く，頭部と体に皮弁

がない，および尾鰭軟条数が 10であることから，Dawson 

(1977, 1985)と Yuki et al. (2024)が示したイシヨウジ属

Corythoichthysの特徴に一致した．また，上述の形質に加

え記載標本は，躯幹輪数が 16，尾輪数が 39，背鰭軟条数

が 33，背鰭基底下の体輪数が 6.5，胸鰭軟条数が 14–15，

頭長が体長の 9.9%，吻長が頭長の 45.5%，吻高が吻長の

18.3%，背鰭に多数の赤色の斑点がある，および肛門輪の

腹面が黒いことが，Dawson (1977, 1985)と瀬能（2013）が

示したキシマイシヨウジ Corythoichthys flavofasciatusの特

徴と一致したため，本種に同定された．本種は体長 70 mm

程度の大きさから抱卵することが知られている（Dawson, 

Fig. 1. Fresh specimen of Corythoichthys flavofasciatus (KAUM–I. 222030, 84.6 mm SL) from Minami-kyushu, Satsuma Peninsula, 
Kagoshima Prefecture, Kyushu, Japan. A: lateral view of body; B: dorso-lateral view of body; C: lateral view of head and anterior 
body; D: ventral view of head and anterior body.
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1985）．記載標本は体長が 70 mm以上であり，育児嚢をも

たないが，肛門輪の腹面が黒いことから，雄の個体である

と考えられる．

本種はインド・太平洋域 に分布し（Dawson, 1977, 

1985），日本では三宅島，高知県足摺岬，および琉球列島

から記録があり（瀬能，2013；松沼，2019; Motomura and 

Uehara, 2020；和田ほか，2021; Yuki et al., 2025b），九州沿

岸からの記録はなかった．鹿児島県南九州市産の標本は，

鹿児島県本土初記録となるとともに，九州沿岸からの初記

録となる．
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